
定
年
退
職
し
て
十
一
年
目
。
現

在
、
秋
田
県
議
会
事
務
局
の
非
常

勤
職
員
と
し
て
、
秋
田
県
議
会
史

第
六
巻
の
編
纂
作
業
に
携
わ
っ
て

い
る
。
非
常
勤
だ
が
、
週
三
十
時

間
勤
務
な
の
で
、
毎
日
県
庁
に
出

向
い
て
い
る
。

私
の
教
員
生
活
は
秋
高
で
始
ま

っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
〜
四
十
五

年
ま
で
の
七
年
間
だ
が
、
新
卒
だ

っ
た
か
ら
、
ま
さ
に
修
業
の
時
代

で
、
貴
重
な
経
験
を
し
た
七
年
間

で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
頃
は
、
丁
度
高

度
経
済
成
長
期
に
さ
し
か
か
っ
て

い
た
。
大
卒
者
に
は
、
給
料
の
安

い
公
務
員
・
教
員
は
余
り
人
気
が

な
か
っ
た
時
期
だ
が
、
学
校
で
は
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
高
校
に
入

っ
て
く
る
頃
だ
っ
た
の
で
、
私
の

よ
う
な
﹁
デ
モ
シ
カ
﹂
教
師
も
必

要
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

担
当
教
科
は
社
会
科
・
日
本
史

な
の
で
、
毎
年
三
年
生
を
教
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
一
年
目
に
は
、

そ
の
三
年
生
の
あ
る
生
徒
か
ら
、

﹁
ノ
ー
ト
を
読
ん
で
い
る
だ
け
の

授
業
で
は
な
い
か
﹂
と
い
う
厳
し

い
批
判
を
受
け
た
時
も
あ
る
。
歴

史
の
授
業
は
、
原
始
・
古
代
か
ら

現
代
ま
で
、
自
分
な
り
の
言
葉
で
、

歴
史
的
変
動
や
必
然
性
を
語
る
必

要
が
あ
る
。
が
、
新
米
教
師
に
は
、

き
ち
ん
と
し
た
歴
史
観
な
ど
ま
だ

な
い
。
全
体
像
を
つ
か
め
て
い
な

い
。
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
。
そ
の
辺
の
未
熟
さ
・
不
勉
強

さ
は
、
秋
高
生
に
は
す
ぐ
分
か
る
。

生
徒
に
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
授

業
で
あ
れ
ば
、
教
師
の
立
場
は
な

い
。
生
徒
に
鍛
え
ら
れ
、
育
て
ら

れ
た
、
そ
ん
な
思
い
を
強
く
す
る

秋
高
時
代
だ
っ
た
。
教
育
論
な
ど

意
識
す
る
こ
と
な
く
、
生
徒
中
心

に
、
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、

教
育
の
基
本
と
い
う
こ
と
も
身
を

持
っ
て
学
ん
だ
。

二
年
目
か
ら
、
三
学
期
最
後
の

試
験
は
、
課
題
を
予
め
示
し
、
記

述
試
験
に
切
り
替
え
た
。
大
学
の

レ
ポ
ー
ト
形
式
を
参
考
に
し
た
。

大
学
生
が
書
く
よ
う
な
答
案
を
出

し
た
生
徒
も
い
た
。
さ
す
が
秋
高

と
感
じ
入
っ
た
。

授
業
の
関
係
か
ら
、
学
級
担
任

は
当
然
三
年
の
ク
ラ
ス
を
持
つ
こ

と
に
な
り
、
二
年
目
か
ら
、
五
年

連
続
し
て
、
三
年
の
正
担
任
を
つ

と
め
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
教

科
指
導
中
心
の
秋
高
で
な
け
れ
ば
、

経
験
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。お

陰
で
、
当
時
の
卒
業
学
年
の

同
期
会
な
ど
が
あ
れ
ば
、
声
が
か

か
る
。
教
師
冥
利
に
尽
き
る
と
思

う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
で
あ
る
。

そ
の
秋
高
時
代
最
後
の
卒
業
生
達

も
、
来
年
三
月
に
定
年
退
職
を
迎

え
る
。
感
無
量
で
あ
る
。

教
科
外
の
部
活
動
な
ど
で
は
、

い
つ
も
複
数
の
部
・
委
員
会
の
顧

問
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
バ
レ
ー
部
、

ボ
ー
ト
部
、
陸
上
部
、
社
会
部
、

ワ
ン
ゲ
ル
同
好
会
、
応
援
委
員
会

な
ど
の
顧
問
を
経
験
し
た
。
あ
る

年
は
、
運
動
部
だ
け
で
三
部
と
応

援
委
員
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

何
の
こ
と
は
な
い
、
合
宿
や
遠

征
要
員
と
し
て
頼
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
年
輩
の
教
員
が
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
お
陰
で
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
な
ど
全
国
大
会
を
経
験

し
た
。
ボ
ー
ト
や
陸
上
競
技
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
っ
た
し
、
野

球
の
甲
子
園
大
会
や
ラ
グ
ビ
ー
の

花
園
大
会
に
は
、
応
援
団
引
率
の

一
員
と
し
て
、
い
ず
れ
も
準
決
勝

ま
で
応
援
し
た
。
七
年
間
で
こ
れ

だ
け
の
経
験
を
し
た
教
員
は
、
そ

ん
な
に
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

自
負
し
て
い
る
。

秋
高
の
後
、
秋
田
北
高
︵
十
三

年
︶、
本
荘
高
︵
三
年
︶、
新
屋
高

︵
九
年
︶、
秋
田
中
央
高
・
定
︵
二

年
︶、
秋
田
南
高
︵
一
年
︶、
男
鹿

高
︵
三
年
︶
と
転
勤
し
て
、
平
成

十
三
年
三
月
に
定
年
退
職
し
た
。

こ
の
間
、
北
高
時
代
の
昭
和
五

十
年
に
は
、
自
宅
の
空
き
地
清
掃

作
業
中
に
、
左
目
を
裂
傷
し
、
失

明
す
る
事
故
に
遇
っ
た
。
東
大
で

手
術
後
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
と

メ
ガ
ネ
を
装
用
し
、
通
常
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

も
う
片
方
の
右
眼
は
も
と
も
と
視

力
が
弱
か
っ
た
か
ら
、
あ
の
手
術

が
成
功
し
て
い
な
け
れ
ば
、
正
常

な
視
力
を
失
っ
て
、
三
十
四
歳
で

教
職
は
辞
め
て
い
た
に
違
い
な
い
。

わ
が
人
生
で
最
大
の
ピ
ン
チ
で
あ

っ
た
。

目
の
怪
我
以
後
、
生
活
は
眼
の

保
養
中
心
に
変
わ
っ
た
。
病
院
通

い
も
日
常
生
活
の
中
に
組
み
込
ま

れ
、
ま
た
、
出
鱈
目
な
生
活
習
慣

も
幾
分
修
正
さ
れ
た
。
そ
う
し
た

生
活
の
変
化
の
中
で
、
眼
の
怪
我

が
な
け
れ
ば
、
教
職
は
全
う
で
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

こ
と
す
ら
あ
る
。

年
齢
と
と
も
に
、
新
た
な
病
も

加
わ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
未

だ
致
命
的
な
病
魔
の
宣
告
は
な
い
。

最
近
で
は
、
退
職
後
二
年
目
に
、

左
肘
に
で
き
た
こ
ぶ
が
、
手
術
後

に
悪
性
の
も
の
と
判
明
し
、
高
額

医
療
の
世
話
に
も
な
っ
た
。

眼
の
怪
我
に
し
て
も
、
最
近
の

病
魔
に
し
て
も
、
決
定
的
ダ
メ
ー

ジ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一

歩
手
前
で
、
神
様
が
手
を
差
し
の

べ
て
く
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
な

ど
と
、
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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母
校
で
勤
務
さ
れ
た
方
を
訪
問
す
る
﹁
恩
師
訪
問
﹂。
第
十
七
回
目
の
今
回
は

社
会
科
教
師
の
武
田
︵
滝
沢
︶
武
志
先
生
。
今
回
広
報
委
員
の
佐
々
木
寛
子
︵
Ｓ

58
年
卒
︶、
高
橋
善
博
︵
Ｓ
58
年
卒
︶
が
取
材
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
武
田
先
生
自

ら
が
、
と
て
も
素
敵
な
随
想
文
を
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
武
田
先
生
本
当
に
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

武
　
田
　
武
　
志
先
生
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新
米
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代

現
在
勤
務
の
県
議
会
事
務
局
に
て




